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交通事故に遭いました。看病のため
渡欧した允子内親王とともに、大正
14年までパリに長期滞在すること

となりました。この滞在
中、朝香宮ご夫妻は、パ
リで開催されていた現代
装飾美術・産業美術国際
博覧会（アール・デコ博）
を観覧し、アール・デコ
様式に魅了されました。
　昭和４年（1929）に朝
香宮邸建築計画が動き始
め、朝香宮邸の基本設計
は宮内省内

た く み

匠寮の権藤要
吉が担当し、内装の設計
はアンリ・ラパンと宮内
省内匠寮が担当しました。
権藤は、貴族の住宅およ
び博物館研究のため欧米

に派遣され、パリのアール・デコ博
にも数度訪れていました。ラパンは、
当時、フランスの国立セーヴル製陶
所の芸術顧問、装飾美術家協会の副
会長などをした人で、来日はしてい
ません。ラパンから文書、図面、模型
が送られ、それを基に宮内省内匠寮
が作りあげました。内装の資材、内

　都営三田線・東京メトロ南北線の
白金台駅から目黒駅方面に向かって
歩き６分程で正門に着きました。江
戸東京博物館友の会会員
証を提示して割引料金
でチケットを買いまし
た。本館まで道の両サイ
ドにある大きな木と左側
に広がる庭園を眺めなが
ら、期待を膨らませて正
面玄関へと進みます。正
面玄関で女性像のガラス
レリーフ扉が出迎えてく
れました。事前に東京都
庭園美術館公式アプリを
スマートフォンにダウン
ロードしていたので、各
室の解説をイヤホンで聴
きながら巡ることができ
ました。
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王が明治39年（1906）に創
立した宮家です。鳩彦王は明治43
年に明治天皇第8皇女允
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こ

内親王と
結婚され、大正10年（1921）に朝香
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宮家の新邸建設用地として白金御料
地の西南部の約１万坪が下賜されま
した。この白金御料地は、寛文４

年（1664）に松平讃岐守頼重（高松藩
主）の下屋敷となった所で、大正６年
（1917）に宮内省帝室林野局所管の
白金御料地となり、現在は東京都庭
園美術館と国立科学博物館附属自然
教育園になっています。
　鳩彦王は、軍事研究のためフラン
スに留学していたとき、大正12年に
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▲本館（旧朝香宮邸）

東京都庭園美術館を訪ねて
　昨年11月、東京都庭園美術館の閉館後に大広間で開かれる「東京都庭園美術館コンサート2014 第１回 小川
典子 ピアノ・リサイタル」に行きました。コンサート終了後、１階のみ見学することができました。名前の由来
にもなっている庭園も素晴らしいと聞いていたので、晴天の平日に東京都庭園美術館を再訪することにしました。
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装品はヨーロッパ各地から送られて
きました。允子内親王は、この建築
に特に積極的に関わり、フランス語
の図面の翻訳などにも協力され、一
部の内装品のデザインについては手
紙で意見を述べられたようです。昭
和８年４月に竣工しましたが、允子
内親王はその年の11月に逝去され
ています。この朝香宮邸での穏やか
な楽しい生活は、とても短かったの
ではないかと想像されます。昭和22
年に鳩彦王は皇籍を離脱してここか
ら転居しています。
　その後、外務大臣公邸、白金迎賓
館などを経て、昭和58年に東京都庭
園美術館になりました。平成５年に
は、旧朝香宮邸が東京都指定有形文
化財（建造物）第１号に指定されてい
ます。

東京都庭園美術館
　東京都庭園美術館は、旧朝香宮
邸（本館）を当時のままに保存した状
態で、その室内と調和するように展
覧会が開かれています。本館での展
覧会は、出展作品と同時に建物内部
も鑑賞することができます。今年は、
７月18日～９月23日の間に「アー
ル・デコの邸宅美術館　建築をみる�
2015」が予定されています。このと
きは、各室の雰囲気を楽しむことが
でき、平日は写真撮影も可能です。
　なお、平成２年には、「平成４年度
開館予定　東京都江戸東京博物館収
蔵品展」が開催されました。
　本館を見学するときは、天井、床、
階段、照明にも注目しましょう。お
気に入りのデザインを見つけること
ができると思います。各室のいくつ
かを紹介します。
正面玄関：本館に入るとすぐ目の前
にガラスレリーフ扉があります。こ

れは、フラ
ンスのガラ
ス工芸家ル
ネ・ラリッ
クの作品で、
朝香宮邸の
ためにデザ
インされま
した。翼を
広げる女性
像は、型押
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ガラス製法で作られています。床は、
全面のモザイクで、デザインは宮内
省内匠寮技手の大賀隆が手がけまし
た。
大広間：天井には格子縁のなかに
40個の半円球の照明が配置され、正
面のマントルピースは黒とゴールド
の大理石、上には15枚の鏡がはめ込
まれています。これを挟んでアーチ
型の壁と通路がシンメトリーになっ
ています。中央階段右手の大理石レ
リーフは、イヴァン=レオン・ブラ
ンショの作品「戯れる子供たち」で
す。ブランショは、フランス滞在中
の允子内親王に水彩画を教えていま
す。

次室：南側のテラスに面した次
つぎ

室
のま

は
大広間から大客室へのつなぎの役割
をもっています。白磁の「香水塔」、
モザイクの床、黒漆の柱、朱色の人
造石の壁は、アール・デコ特有の華
やかな空間を形成しています。白漆
喰の天井は半円球のドームとなって
います。「香水塔」はラパンのデザ
インで、国立セーヴル製陶所で製作
されたものです。朝香宮邸時代に上
部の照明部分に香水を入れ、照明の
熱で香りを漂わせたという由来から、
「香水塔」と呼ばれるようになりまし
た。

大客室：この室内には幾何学的にデ
ザインされた花をモチーフにした装
飾が多数あります。ラリック制作の
２灯のシャンデリア、扉上部にある
レイモン・シュブのタンパン装飾、

▲戯れる子供たち（大理石レリーフ）

▲次室の香水塔

マックス・アングランの銀引きフロ
スト仕上げのエッチング・ガラスを
嵌めこんだ扉や暖炉のレジスター装
飾などです。壁面の上部を囲むよう
に木製ボードに描かれた壁画はラパ
ンの作です。

大食堂：来客時の会食に使用された
部屋で、インテリアは食べ物のモ
チーフで統一されています。ラリッ
クの照明器具（パイナップルとザク
ロ）やガラス扉等にくだものがデザ
インされ、ラジエーターカバーには
魚貝がデザインされています。暖炉
の上の壁画はラパンの作で、赤い
パーゴラ（つる棚）と泉が油彩で描か
れています。植物文様の壁面はブラ
ンショのデザインによるものです。

庭　　園
　名前の由来にもなっている庭園は、
「日本庭園」、「芝生広場」、「西洋庭園」
の三つから構成されていて、日本庭
園には池と茶室があります。この４
月25日（土）から庭園の一部が公開
されました。天気の良い日には、芝
生に寝転んでみたり、新館のカフェ
から庭園を眺めてもよいと思います。

参考資料：
『庭園美術館へようこそ：旧朝香宮
邸をめぐる6つの物語』河出書房新
社、『開館30周年&リニューアル
オープン記念　東京都庭園美術館』、
『旧朝香宮邸のアール・デコ』
【取材】文・写真：広報部会・前田太門

▲大客室

▲大食堂の暖炉

庭　　園庭　　園庭　　園庭　　園庭　　園

▲玄関ガラスレリーフ扉



江戸東京博物館友の会会報『えど友』　平成 27年 5月　第 85号　3

南部坂付近の今
　東京メトロ溜池山王駅を順次出発
した私たち一行は、溜池跡の一角を
確認し、「南部坂」へ向かいました。
この坂は盛岡藩南部家の屋敷があっ
たことから名づけられました。一般
には忠臣蔵の名場面、大石内蔵助が
瑤泉院（浅野内匠頭夫人）に暇乞いし
た「南部坂雪の別れ」の舞台として
知られています。この坂道を境界線
として北側は松平美濃守（福岡藩黒
田家）中屋敷跡、南側は現在アメリカ
大使館宿舎となっています。

　南部坂を戻って六本木通りを横切
り霊南坂へ抜けると、左側にアメリ
カ大使館があります。山口筑前守上
屋敷跡です。常陸牛久藩領主ですが、
戦国時代は西国最強の大名であった
大内氏の系統といわれています。
虎の門と江戸の四神
　赤坂見附跡から特許庁前付近まで
の外濠通りは、元 「々溜池」と呼ばれ
る大池でした。その後、名前は残し
たまま全域が外濠に取り込まれ、特
許庁前付近には余水を落とす堰が設
けられました。広重の『名所江戸百
景』中「虎の門外あふひ（葵）坂」に
描かれています。
　金

こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

は讃岐丸亀藩主・京極
高和が、万治３年（1660）に領内の
金
こん

比
ぴ

羅
ら

大権現の分霊を邸内社として
三田屋敷に勧請したのが始まりです。
その後、藩邸の移転に伴い現在地へ
遷座されました。文化年間（1804～
18）頃から、毎月10日を限り一般庶
民へ開放したため、参詣人が多く集
まるようになり、今も残る銅鳥居が

寄進されたりしました。なお金比羅
とは、ガンジス川のワニを神格化し
たインドの仏教守護神「クンピーラ」
を音訳したものです。
　虎御門は江戸城外濠の見附門です
が、四神思想の影響を受けた名称で
す。天子南面といわれるように、天
の中心で南を向いて座っている天子
は、東（青龍）西（白虎）南（朱雀）北
（玄武）を神に守られているという考
えかたです。日本でも天皇はじめ貴
族は、北（玄武）を背に南（朱雀）を向
いて座りました。ところが江戸では
西を玄武としました。従って、北が
青龍、南が白虎になります。虎御門
は江戸城から見て南ですから、（白）
虎の門なのです。因みに吉原を青楼
（龍）と呼んだのは江戸城の北だから
です。
幸橋御門跡から日比谷見附跡
　新橋駅の北側付近の東海道高架線
は旧外濠沿いを走っています。この
高架線を挟んで東側に土橋（土橋交
差点付近）が、西側に幸橋御門があり
ました。御門内には松平（柳沢）甲斐
守の屋敷がありましたが、明治維新
後は最初の東京府庁が置かれました
（明治27年 ･1894まで）。

　日比谷公園は、長州萩藩毛利家や
肥前佐賀藩鍋島家等、雄藩の屋敷跡
です。維新後は明治26年まで陸軍練
兵場とされましたが、明治36年には
最初の近代的洋式公園として開園し
ました。北東側入口に日比谷見附跡
の石垣が残され、濠跡を利用して造
られた心字池が接しています。

南町奉行所跡から常盤橋
　数寄屋橋御門は慶長年間（1596～
1615）には既にあったようです。寛
永13年（1636）には、見附門に造り
替えられました。門内には、大岡越
前守が奉行を勤めた南町奉行所があ
りました。現在、有楽町駅南中央口
に石碑が、地下に土蔵跡の遺構が残

されています。
　旧都庁舎跡地の国際フォーラムは、
土佐藩山内家の上屋敷跡です。藩祖
は妻の内助の功の逸話で知られる山
内一豊です。最後の藩主・容堂は幕
末の四賢侯の一人に評価されますが、
志士からは「酔えば勤皇、覚めれば
佐幕」と揶揄されたりしていました。
　御用絵師・狩野探幽の屋敷は、鍛
冶橋交差点近くに架かっていた鍛冶
橋のすぐ南にありました。北町奉行
所は東京駅八重洲北口付近にあり、
それを示す説明板が、北口にあるビ
ルの非常口の壁の足下に貼り付けて
あります。その向こうは遊歩道に
なっており、そこを抜けると一石橋
です。橋の北側に金座の後藤家（＝五
斗）、南側には呉服商の後藤家（＝五
斗）があったから、合わせて一石とい
うわけです。橋のたもとに迷子標が
あります。
　橋を渡ると左奥に常盤橋が見えま
す。江戸で最も古い橋といわれ隅田
川に両国橋が架かるまでは江戸一の
大橋といわれていました。ここで今
日の予定を終え、解散しました。
� 参加者：125人。

【取材】文：広報部会・光田憲雄
写真：同・竹中祐見子　

江戸東京博物館友の会　見学会　（平成 27年３月８日）

「再訪　江戸城周辺の探訪 
－その５（外濠）－」

▲南部坂

▲日比谷見附跡

▲南町奉行所跡
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会員からの投稿
―両国周辺散歩 小さな博物館―

［折箱博物館「木具輪」］
川　上　由美子

伝統的な食品容器：折箱
　折箱と聞いて思い出すのは、お弁
当や料理のテイクアウト、そしてそ
の名の通りの菓子折りなどです。幼
い頃、仕事帰りに一杯飲んだ父親が
お土産に持って帰ってくるお寿司は
経木の折箱入りでした。今では「高
級」な物にでないと使われなくなっ
ていますが、当時は携帯用、贈答用
の食品容器としてはごく普通だった
ように思います。そんな懐かしい木
製の箱たちが店頭の棚に並ぶのが折
箱博物館「木

き

具
ぐ

輪
りん

」です。「木具輪」、
かわいらしい響きの言葉ですが、創
業者の名前に由来する屋号とのこと。
木具師（角の物を作る木工職人）の輪
吾さん→木具輪だそうです。
　展示品は戦後間もなくの頃、職人
さんが腕試しに作った物が中心。伝
統的な木箱、折箱造りの粋を集めた
といえるもので、多様な素材、洗練さ
れたデザイン、凝った仕上げの品々
が並んでいます。代表の須藤俊雄さ
んのお気に入りは屋久杉でできた菓
子箱。色違いの縄文杉で縁取りがさ
れている木目の美しい箱で、一回限
りの食品容器をここまで高めた日本
人の感性は感動的ともいえます。
千年以上の歴史を持つ折箱
　折箱の起源は６世紀、朝廷への献
上物を入れた木製の容器だとか。以
来使い続けられてきた天然素材の食
品容器、折箱。その背景を前述の須
藤さんからの受け売りですが記して

みます。
　まず素材からくる機能性：木は通
気性に優れ、除湿吸湿の調整ができ
る。また抗菌成分を含むものもあり、
食品保持機能が高い。
　次に森の維持に貢献するエコロ
ジー性：森は「植えて育てて切って」
を繰り返すことによって初めて維持
していくことができる。木で折箱を
作り、使い、廃棄していくことは、大
きな再生と環境保護の輪の中にいる
ということになる。
　そして真

ま

っ
っ

新
さら

を愛する日本人の気
持ち：日本人は「誰も使ったことが
ないまっさら」が好き。それが一回
限りの食品容器という文化を生んだ。
さらの象徴、白木であるということ
も折箱の定義の一つである。
　以上、使い続けられてきたことに
納得の折箱の魅力です。
行き方
両国駅からは清澄通りを南へ。堅川
（高速）を過ぎて４本目を左折すると
右側にあります。徒歩15分程。
開館は月～金曜日、9時～17時。
電話03⊖3631⊖7785
〒130⊖0023墨田区立川1⊖3⊖5
　株式会社スドウ
　博物館東側には『鬼平犯科帳』にも
登場する江戸市中十二薬師六番、弥
勒寺が、また清澄通り西側の歩道を
歩けば中田屋茶舗、宮川唐がらし店
等ちょっとひかれる店があります。

サークルだより
えど友

◆落語と講談を楽しむ会
2月17日（火）月番藤村一夫さんで、
国立演芸場にて落語4席、コント1
席、鹿

しか

芝
しば

居
い

（噺家の芝居）「人情長屋」
を鑑賞した。各出演者の熱演は見応
えがあった。参加者18人。
3月17日（火）月番松原良さんが「八
代目林家正蔵（林家彦六）の思い出」
というテーマで資料を用いて話され
た。話の後「林家彦六」のビデオを
鑑賞した。参加者17人。
◆藩史研究会
2月20日（金）安倍良男さんが「会津

藩」の発表をした。若松城（鶴ヶ城）
は蒲生氏郷により築城された。加藤
氏の後、3代将軍家光の異母弟保科
正之が会津23万石に転封、3代藩主
正容の時に松平姓を下賜された。幕
末、9代藩主容保の時に新政府軍の
攻撃により降伏、開城した。藩のそ
の後のほか、新政府への対応のくわ
しい解説があった。参加者19人。
3月9日（月）遠藤陽子さんが越前
「勝山藩」の発表をした。徳川家康次
男結城秀康が福井藩68万石の大名
として入り、勝山藩はその支藩とし
てスタートしたが廃藩、天領となる。
その後、元禄4年（1691）美濃高須か
ら小笠原家が移封され幕末まで180
年近く治めた。参加者19人。
◆古文書で『八丈実記』を読む会
2月12日（木）八丈島長戸路家に伝
わる御用留（明和～寛政年間）P50～
54の疱瘡の流行に対する心得を書
き留めたものを解読した。参加者8
人。
2月27日（金）八丈島長戸路家に伝
わる御用留（寛政4年）P1～12を解
読した。飢饉により155人が死亡し
た経緯を江戸の江川太郎左衛門役所
に報告する年寄源左衛門の手紙。参
加者7人。
3月12日（木）八丈島長戸路家に伝
わる御用留（寛政4年）P12～20を
解読した。年寄源左衛門の先回の飢
饉を報告する手紙の続き。参加者7
人。
3月27日（金）八丈島長戸路家に伝
わる御用留（寛政4年）P28～36を
解読した。大勢の餓死者を出した後
も旱

ひでり

が続くがお金もなく前借りを
役所に懇願する年寄源左衛門の手紙。
参加者6人。
◆江戸東京を巡る会
2月11日（水）初午で賑う装束稲荷
神社、王子稲荷神社を巡り、『江戸名
所図会』に描かれている名主の滝公
園、音無親水公園、王子神社、飛鳥
山公園を散策した。参加者50人。
◆『江戸名所図会』輪読会
2月19日（木）中村貞子さん担当で
多摩川、今は高幡不動で有名な高幡
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　今年も友の会定期総会の季節がやってきました。定期
総会は会員が一堂に会し、過去1年の活動を振り返ると
ともに本年度の活動について率直な意見交換のできる場
です。同封の議案書をご検討いただき、多くの会員の皆
さんがご出席くださるよう、お願いいたします。
　開催要領は次のとおりです。
●平成27年度　友の会定期総会
　日時：5月29日（金）13時15分開会
　会場：江戸東京博物館・1階ホール
◇主な議案
　・平成26年度事業報告ならびに収支決算報告

　・平成27年度事業計画案ならびに事業予算案　
　・その他
●竹内館長の記念講演
　総会に続いて、江戸東京博物館竹内誠館長による記念
講演が予定されています。演題は「浅草の今昔を語る」
です。ご期待下さい。
●会員交流会
　記念講演会終了後、16時45分より、7階「桜茶寮」に
おいて会員交流会を開催致します。会員同士の交流､親
睦を深める良い機会ですので是非ご参加下さい。会費は
500円です。�

第15回定期総会開催のご案内
新しく入会された方の参加を歓迎します

山金剛寺を発表した。高幡不動には
平維盛の墓と伝承されていた文永の
板碑が移設されている。参加者18人。
3月19日（木）�舩津恭子さんの担当
で日野市百

も

草
ぐさ

にあった今はない松蓮
寺、江戸時代以前にあって図会の頃
には判然としていなかった真慈悲寺
について最新の発掘資料で説明が
あった。多摩市一ノ宮にある小野神
社は府中六所宮（大国魂神社）の一宮
として江戸時代後期には一宮大明神
社と呼ばれていた。参加者20人。
◆「落語で江戸散歩」をなぞる会
2月21日（土）『えど友』 44号10頁
「落語で江戸散歩③道灌」の一部をな
ぞるとして「太田道灌ゆかりの地」
岩槻を訪れた。午前中は太田資暁さ
んと地元郷土史家の小宮勝男さんに
よる岩槻城と太田道灌に関する講演
を聞き、東玉人形の博物館を見学し
た。天保年間創業の「ふな又」で食
事のあと、道灌の銅像、墓所のある
芳林寺、郷土資料館、岩槻城を散策
し、酒蔵資料館、藩校の遷喬館を見
学し解散した。参加者41人。
3月29日（日）『えど友』 49号10頁
「落語で江戸散歩⑧長屋の花見」を
なぞって歩いた。JR御徒町駅に集合、
落語協会事務所、旧本牧亭跡などを
見たあと、桜も見ごろの上野公園を
歩き「長屋の花見」の舞台とされる
擂鉢山に登った。さらにソメイヨシ

ノの原木候補（小松宮親王像のそば）
や上野東照宮などの公園の旧跡をめ
ぐり解散した。参加者38人。
4月2日（木）1回目と同じコースを
巡った。参加者41人。
◆日本の大道芸伝承会
2月11日（水）発声練習の後、南京玉
すだれ、物売り等の練習。参加者3
人。
2月26日（木）発声練習の後、南京玉
すだれ、物売り、仙人等の練習。参
加者3人。
3月9日（月）深川江戸資料館にてイ
ベント「江戸の物売りと大道芸」の
現場リハーサル。BSジャパンの取材
撮影が入る。参加者3人。
3月11日（水）発声練習の後、南京玉
すだれ、物売り、仙人等の練習。参
加者3人。
3月19日（木）発声練習の後、南京玉
すだれ、物売り、仙人等の練習。参
加者3人。
3月21日（土）深川江戸資料館のイ
ベント「江戸の物売りと大道芸」に参
加。11時30分と14時に出演。ケー
ブルテレビの取材撮影が入る。参加
者3人。
◆江戸を語る会
3月7日（土）大森美恵子さんが「玉
川兄弟物語」を発表した。自分で描
いた紙芝居に沿って玉川上水の計画、
工事の概要、上水の仕組みなどを説

明した。紙芝居の絵でわかりやすく
図示する工夫に感心した。参加者11
人。
●各サークルとも引き続きメンバー
を募集しております。参加希望の方
は、はがきに①サークル名②会員番
号（必須）③氏名を記入の上、友の会
事務局へお申し込みください。ただ
し輪読系の２サークルについては定
員に欠員が出たときに先着順で参加
いただけます。

友の会めも（開催日と人数）
平成27年２月～３月

◆役員会2月10日（火）13人。3月
10日（火）13人。◆事業部会 2月
3日（火）26人。3月3日（火）25人。
◆広報部会2月17日（火）10人。3
月17日（火）11人。◆総務部会2月
24日（火）26人。3月31日（火）18人。
◆町方書上翻刻プロジェクト2月は
A班 B班共、自宅作業。3月 5日
（木）A班B班合同会議。参加者15
人。3月はA班B班共、自宅作業。

カット：
佐藤美代子さん
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　町奉行所の与力・同心は、江戸の
ことを知るためには欠かせないテー
マです。時代劇でおなじみの与力・
同心の実態はどうだったのか、史料
をもとにお話しします。
町奉行所の機能
　まず、『大成武鑑』（嘉永２年・
1849）の町奉行所の項目を見てみま
しょう。町御奉行の上に、丸に老と
あります。これは、老中の配下で
あることを意味します。「芙蓉之間、
三千石高、内寄合六日十八日 廿

にじゅう

七
日、与力廿五騎同心百廿人宛

ずつ

」続い
て「五百石　遠山左エ門尉景元　南　
数寄屋橋御門内」、「二千五百四十八
石　井戸対馬守学（覚）広　北　呉服
橋御門内」などと書かれています。
　町奉行の役高は3000石ですが、遠
山は500石ですので在職中は2500
石をプラスしてもらっています。こ
れは、享保8年（1723）に足高の制
が導入され、役高の3000石に満た
なくても有能な人材を抜擢していた
ためです。町奉行所の経費は、基本
的には奉行の収入から支払われます。
　南町奉行所は数寄屋橋御門内、今
の有楽町駅前辺り、北町奉行所は呉
服橋御門内、東京駅八重洲口辺りに
ありました。
　町奉行所は月番制で勤務にあたり、
非番の月は大門を閉鎖して前月に受
理した仕事の処理に専念しました。
月番の奉行所では、６日・18日・
27日ごとに配下の牢屋奉行石出帯
刀、町年寄、地

じ

割
わり

役
やく

を集めて行われ
る内寄合（会議）があり、与力、奉行
の家臣などが加わり、職務報告、願
書・通達などのさまざまな申し合わ
せが行われます。
　町奉行所の管轄範囲は、町人地に
寺社門前町などを加えた地域です。
江戸時代後期では、東は向島、江東
区の亀戸、砂町辺りまで、西は代々

木、新宿の端、南は品川、高輪、目黒
辺りまで、北は千住、三ノ輪、巣鴨
周辺までで、朱引よりも少し狭い範
囲です。江戸中期以降、江戸の町人
人口は50万人いたといわれていま
す。ここを与力（25×2）、同心（120
×2）で、合計300に満たない人数で
管轄していました。多くは町方の自
治に支えられ、町名主の管轄内で大
抵のことは片づけてもらうことが前
提になっていました。
与力・同心
　与力・同心は、御家人身分で、旗
本のように登城して家督を受ける
ということはなく、「抱

かかえ

席
せき

」という、
その身一代に限って雇用される不安
定な形態をとっていました。しかし、
実際には子が見習いで出仕するなど、
事実上の世襲といってもよい状態に
ありました。
　与力は知行取り200石で、騎馬に
乗る格をもっていましたが、実際に
は勤続年数や役職によって170石
〜230石程度の差がありました。与
力の給地は、上総・下総に合計１万
石（各5000石）ありました。
　同心は、蔵米取りで30俵２人扶
持を春・夏・冬の三季に分けて受け
取っていました。１人扶持は蔵米５
俵ですから、合計すると同心は40俵
になります。蔵米取り１俵は知行取
りの１石に相当するので、与力は同
心の５倍の賃金を得ていたことにな
ります。
　町奉行所にはたくさんの役職があ
り、大半は担当与力の下に同心が配
属されています。ただし、「三廻り」
といわれた定廻り、臨時廻り、隠密
廻りなどは同心の専任です。与力中
の最古参で有能な者がつとめる年番
与力は、町奉行所全般の取り締ま
り、金銭の保管と出納、各組の監督
など広い範囲に及ぶ職務と権限があ

り、同心の任免権をも持っていまし
た。そのため、任期が短期間の場合
が多い町奉行も口出しができないこ
ともあったといわれています。他に
重要ポストとして公事（裁判）を担当
する詮議役（吟味方）があります。有
能な人は多くの役職を兼務している
傾向にありました。
　町奉行所内には、執務場所の他に
奉行とその家族の居住場所もありま
す。また、奉行の家来も敷地内の長
屋に居住しています。与力・同心は、
八丁堀組屋敷に住んでいます。与力
は300坪、同心は100坪程度の敷地
を持ち、南町奉行所、北町奉行所に
関係なく混在して住んでいます。ま
た、一部の敷地は内々で貸し出され、
医者、儒学者、国学者、盲人、常磐
津の師匠、手習い師匠などが住んで
いました。そのため、与力・同心の
あいだでは習い事が盛んで、文化的
素養の高い人が多くいました。
町役人
　少数の与力・同心だけでは江戸の
町を取り締まることは難しいので、
町触の伝達、人別改、火の元取り締
まりなどの機能は、町役人による自
治に委ねられていました。町奉行所
から発せられる町触は、町年寄の役
所に届き、そこに各町名主が赴いて
伝達を受け、順次、月行事、家主（大
家、家守）、地借・店借へと伝達され
ます。訴訟などは、この逆の順に上
申され、ほとんどのものは町名主の
ところで解決していました。

レポーターからひとこと
　武鑑、絵図など多くの史料を示して
説明されたので、よく理解することが
できました。与力・同心の生活の一端
にも触れられたので、全体像を把握す
ることができました。� 参加者205人。

【記録】文・写真：広報部会・前田太門

第 150回　江戸東京博物館友の会セミナー（平成 27年２月 28日）

「町奉行所の与力・同心」
講師　滝口正哉さん（千代田区教育委員会文化財調査指導員）
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　まずは2階講堂にて多田学芸員と
小林専門員にレクチャーを受けまし
た。
　当館は昭和61年（1986）地元の資
料館誘致によって建てられた郷土博
物館です。桜並木で有名な葛西用水
のほとり、隣には日本の名庭100選
に選ばれた造園家小形研三氏設計の
東淵

ふち

江
え

庭園があります。建物は低い
土地柄、堤防が切れても収蔵庫・書
庫のある2～3階が水に浸からない
高さに設計されています。初めは足
立の歴史を縄文時代の遺跡から時系
列に並べた通史的展示をしていまし
た。開館20年を機にリニューアル
し平成21年3月にオープンしまし
た。館蔵歴史資料は江戸時代以降の
ものがほとんどなので「江戸東京の
東郊」をテーマに足立の都市近郊ら

　昨年の富岡製糸場関連講演会に続
く特別企画の第２弾として、インド
古典舞踊の鑑賞会が行われました。
出演者はインド古典舞踊ティラナ
（Tillana Tokyo）のメンバー及びゲ
ストの方々です。「落語で江戸散歩」
をなぞる会との偶然の出会いがきっ
かけで、今回の公演が実現しました。
　Tillana Tokyo は、日本のイン
ド古典舞踊のパイオニアである故
小澤陽子さんの門下生を中心とし
て2007年に結成されました。ティ
ラナとは「喜び」を意味しています。
インド古典舞踊の中でも、バラタナ

ティヤム、オリッシー、クチプディ
と呼ばれる踊りを取り上げてレッス
ンや各種ステージに取り組んでおり、
現在のメンバー数は15人です。
　プログラムは司会者がそれぞれの
演目や振り付けの解説を行ってから
踊りをするという構成で進められ、
初めて見る方にも親しみやすいもの
でした。演目にはシヴァ神やジャガ
ンナート神をたたえるものや自然を
表すものなどがあり、身体表現やリ
ズムも様々です。時に激しく時に優
美に表現される踊りは、見る者の心
をインドへと誘っていきます。初め

はすいていた前方の座席が、途中休
憩時に次々と埋まっていき、観客が
どんどん引き込まれていく様子が手
に取るようにわかりました。
　通常の友の会催事と比べるとかな
り異色の催しでしたが、今後もいろ
いろな分野の企画を期待しています。
� 参加者161人。
【取材】文･写真：広報部会･菊池真一

しさを展示のメインにおいています。
　区内の住民主導で建てられた博物
館ということもあり、協働グループ
（足立史談会など12団体）が館内の
グループ学習室、図書室で研究活動
をしています。館所有の資料整理ボ
ランティアや、近年千住宿（北千住）
で暮らしの中で使われていた美術品
（江戸琳派の作品など）の発見にも寄
与しています。
　2月10日より4月6日まで開催さ
れている特別展「浮世絵展　歌川派
と歌舞伎」のレクチャーでは、館
が購入した松方三郎（明治の元勲松
方正義の15男）浮世絵コレクション
1300点と区民所有の浮世絵をもと
に役者絵の誕生、発展、絵師の系譜、
多様な媒体（広告、名所絵、判じ絵、
おもちゃ絵など）に沿って詳しい説
明がありました。
　休憩の後、2班に分かれ、館内展
示の説明を受けました。2階では歴
史資料の収蔵庫とそばの大きなエレ
ベーターに納得し、学習室や図書室
では館と協働グループの方々との親
密な関係の裏話も聞くことができま
した。実物大に展示されている木造
平屋建て都営住宅には室内まで入り、
家財道具も含めて昭和30年代を満
喫しました。1階常設展示室では江
戸・東京の東郊としての足立の歴史

を絵図、地図、集落のミニチュア模
型、原寸復元の肥溜め、やっちゃ場
の問屋の店先、本物の千住ネギたば
ね器など、いろいろな形で子供たち
にもわかりやすく理解させようとす
る工夫に感心しました。展示室の隣
の子どもホールでは昔の道具がボッ
クス型のラックにたくさん展示され
ていました。
　特別展では一つずつの額装展示で
はなく版画そのものが見やすい角度
にされた展示板に並べてありました。
鳥居清長、歌川豊国、歌川国芳、歌
川国貞などの作品が並ぶなか、浮世
絵版画の摺りのいろいろな技術をそ
れぞれの作品で説明を受け、参加者
みんなが浮世絵の技術を堪能するこ
とができました。担当の小林専門員
には、5月23日のえど友セミナーの
講師をしていただくことになってい
ます。
　解説が終わり自由解散となりまし
たが、あいにくの雨の中、隣の東淵
江庭園を散策したり、お弁当持参で
ゆっくり博物館を楽しまれた方もい
らっしゃったようです。�参加者44人。
　JR亀有駅北口よりバスで足立郷
土博物館下車、休館日は月曜日、開
館時間は9時から17時まで、入館料
は200円です。
【取材】文・写真：広報部会・佐藤美代子

江戸東京博物館友の会　学習会
（平成27年2月18日）

足立区立郷土博物館を 
訪ねる

友の会特別企画（平成 27年３月６日）

「インド古典舞踊の鑑賞」
―Tillana Tokyo & Co. in 江戸東京博物館―
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れて雰囲気が伝わらないように思う
など、心残りもあるようでした。
　今後については、江戸博の古文書
を翻刻するボランティアチーム結成
の話もありますが、今度は居住する
地元の古文書の翻刻にがんばりたい
という方々もいます。
　また刊行した翻刻本はアメリカの
コロンビア大学とカリフォルニア州
立大学からも問い合わせがあり、寄
贈しました。地球の裏側でも江戸の
町がわかるためにとの夢が一つ実を
結び、また次の夢に広がっていくよ
うです。

「町方書上翻刻プロジェクト」
に参加した方 （々敬称略）

（Ａ班） 赤崎　進、牛島理子、
小島みどり、齊藤紀子、
佐藤壽昭、新倉隆一、
丹羽高利、宮澤誠一、
宮本慶子、江口浩平

（Ｂ班） 大野晴美、大矢敏夫、
岡橋園子、笹原一徳、
髙澤金吾、塚田義治、
津嶋靖弘、寺嶋滋夫、
本庄文江、三神千種

【取材】文：広報部会・佐藤美代子

　ご好評をいただいております「え
ど友研究発表会」を今年度も行いま
す。発表会の主旨は、長年の研究・
調査の結果を発表したいという会員
のニーズに応えるとともに、質疑応
答や討議を通じ会員相互の交流を深
め、友の会の一層の活性化に資する
というものです。
　発表テーマは「江戸東京の歴史と
文化に関するもの」とし、特定の政
治・宗教・信条・事業等の宣伝・広
報に類するものは不可とします。ま

第7回「えど友研究発表会」の発表者を募集します
た、発表者は友の会会員に限るもの
とし、講演料等のお支払いは致しま
せん。2テーマを予定し、1テーマに
つき質疑応答を含め１時間程度の予
定です。
　発表会は8月4日（火）の午後1時
から江戸博１階会議室で開催予定で
す。日頃の成果発表に奮ってご応募
くださるよう発表者を募集します。
　発表を希望する方は、はがきに「発
表会応募」と明記し、氏名、会員番
号、電話番号、テーマを書いて事務

局宛お送りください。折り返し「え
ど友研究発表会申込書」をお送りし
ますので、所要事項をご記入の上事
務局へご返送ください。同申込書の
提出をもって正式の応募といたしま
す。応募締め切りは5月末です。な
お応募多数の場合は調整させていた
だきますが、その結果につきまして
は6月上旬に応募者にご連絡いたし
ます。

【企画担当責任者】内山文伸（事業部会）

　平成20年1月に発足した「町方書
上翻刻プロジェクト」は、昨年全巻
の翻刻を終え今は索引巻を作成する
作業に入っています。その打ち合わ
せで集まった皆さんにお話を聞きま
した。プロジェクトチームは江戸東
京博物館の市川寛明学芸員からのお
誘いで、友の会会員からの公募、え
ど友サークル「古文書で『八丈実記』
を読む会」の会員を中心に結成され
ました。
　村の古文書を読んで15年という
方、地元の旧家文書を探して整理し
目録を作ったという方、古文書の翻
刻刊行した方、と経験者も多かった
のですが、古文書講座からの公募で
参加された方々は読み合わせ会を目
標に、古文書の翻刻の勉強に熱中し、
友達からは付き合いが悪くなったと
言われながらの作業だったようです。
　翻刻作業にはいろいろな仕事があ
り、原本のコピーを人数分用意した
り、虫食いかシミか判断が付かず、原
本のある国会図書館に調査に行った
り、内容でわからないことを調査し
たり、パソコンに翻刻した文章を打
ち込んだり、校正をしたり、江戸博
の指導学芸員との打ち合わせ、印刷
刊行などの事務処理など、各々の得
意分野を担当し、持ち味を生かして

いたとのことです。
　古文書がますます読めるように
なったのは当たり前ですが、翻刻文
作成のためにパソコンを使うことで、
パソコンのいろいろなワザも覚え、
勉強になったということです。そし
て、一つの仕事をやり遂げた充実感、
大好きな江戸時代、自分の子供時代
にとっても懐かしい町のことをたく
さん知ることができ、楽しかった（そ
の場所を歩いたりした方もいる）と
は皆さんの感想でした。
　翻刻作業の中でたくさんの面白い
発見があったようです。目黒編で取
り上げられた板碑は今もその場所に
立ち（原本では梵字を写すのが下手
で読むのに苦労した）、埼玉の村方
文書（見沼通船堀文書）が外神田編に
載っているのを地元の方が発見した
り、深川で医者をしている赤穂の浪
人の家に泥棒直助が押し入り、その
屋敷が直助屋敷と呼ばれた話、さ
といものお供えが嫌いなお稲荷さ
ん、小石川編では浅

あざ

井
い

氏の末裔たち
が100年忌（文永年間）をした記録
があったり、各編でたくさんの孝行
者の記録が載っているが案外と男の
独身者の孝行者が多い、など。また
翻刻では常用漢字を使うことに統一
したが、なんだか書き手の心から離

『町方書上』翻刻刊行を終えて



◆�このコラムは江戸東京博物館のいろいろ
な職務の方々に執筆をお願いしています。

江戸東京博物館友の会会報『えど友』　平成 27年 5月　第 85号　9

　3月28日（土）、江戸東京博物館常
設展示室リニューアルオープンと同
時に開催された特別展「大関ヶ原展」、
その初日に入場しました。大変な盛
況で、展示コーナーの前はどこも黒
山の人だかり、容易にはそばに近づ
けないありさまでした。あらためて
世界に類を見ないといわれる日本人
の歴史好きを思い知らされました。
老若男女を問わず、戦国時代や、そ
のハイライトである天下分け目の戦
い関ヶ原への関心の高さ、人気度は
驚くばかりです。本展のキャッチコ
ピー「日本の運命を変えた1日が、今
よみがえる。すべての戦いには　人
の思いがあった」には心を揺さぶら
れました。

　その「大関ヶ原展」の友の会特別
観覧会が4月7日（火）17時から開
催されました。初めに、本展覧会の
担当、学芸員の齋藤慎一さんから説
明を受けた後、見学に入りました。
　会場に入ってすぐ初めに目に飛び
込んできたのが、齋藤学芸員一押し、
8曲1双の大きな「関ヶ原合戦図屏
風」（大阪歴史博物館蔵）、長さは5.9
ｍもあり迫力満点です。江戸時代初
期に描かれ、「関ヶ原合戦図屏風」と
しては現存する最古のもので重要文
化財に指定されています。この金箔
を施した豪華な屏風は、家康の養女
満
ま て ひ め

天姫の嫁入り道具の一つだったそ
うです。
　次のブースには「豊臣秀吉自筆辞
世和歌詠草」がありました。秀吉が
死に臨んで詠んだ有名な歌「つゆと
をち　つゆときへにし　わかみかな　
なにわの事も　ゆめの又ゆめ　松」�
かすれた筆跡が天下人秀吉の晩年の
境地を物語っているようで言い知れ
ぬ哀れさを感じさせます。
　本展示品の中には、国宝指定に
なっている上杉景勝宛ての「徳川秀
忠書状」、島津義弘宛ての「福島正則
書状」や「本多正純書状」がありま
す。いずれも合戦前後に書かれたも
ので、戦国武将たちの駆け引きや思
惑が感じられて非常に興味深いもの
です。

　今回は、刀剣、槍などが数多く展
示されています。石田三成愛用の名
刀、上杉景勝所用の太刀、徳川四天
王榊原康政、井伊直政の太刀、大谷
吉継の所持した短刀、本多忠勝所用
の槍、徳川家康所用の薙刀などがあ
ります。中でも必見は重要文化財に
なっている「薙

なぎ

刀
なた

直
なお

し刀 骨
ほね

喰
ばみ

藤四
郎」。京都粟田口の刀工、藤四郎吉光
の作と伝えられ、切る真似をするだ
けで骨まで砕けるとの逸話からその
名で呼ばれた鎌倉時代の名刀で、刀
身には剣と龍が精緻に彫り込まれて
います。源頼朝から足利将軍家、豊
臣秀吉、徳川将軍家を経て、現在は
豊国神社に奉納されています。
　最後のコーナーは、仄暗いブース
の壁に大坂夏の陣図屏風が写し出さ
れ、その中、勝利した家康と、炎上
する大阪城と秀頼だけにスポットラ
イトが交互に当てられ、まさに兵ど
もの栄枯盛衰を物語るエンディング
となっています。　
　展示期間は5月17日（日）までで
す。まだご覧でない方はぜひご鑑
賞ください。また本展の図録は400
ページに及ぶ大変美しいカラーの豪
華本で、関ヶ原合戦のすべてが網羅
されています。歴史好きの方に特に
おすすめです。� 参加者186人。

【取材】文：広報部会・岡本　脩
写真：同・前田太門　　

江戸東京博物館友の会特別観覧会
（平成27年４月７日）

徳川家康没後400 年記念特別展

「大 関ヶ原展」

　この原稿を書いている3月末、窓
の外は白い光を集めたかのような、
見事な満開の桜、染井吉野でいっぱ
いです。咲いているのは、1年365
日のうち、長くても約10日。この
時期になると「世の中に絶えて桜の
なかりせば 春の心はのどけからま
し」が思われます。仕事をしている
場合ではありません。博物館3階の
ひろばへの階段には、花に立ち止ま
る人、そっと触れようとする人、写
真を撮る人などさまざまです。花は、
特に桜の存在感は大変なものだなあ
と、毎年のことながら、しみじみと
感じ入ります。

　景色を変えるチカラを持つ桜、特
に染井吉野は植栽の本数も多いの
で、結果そうなるとは思いつつ、こ
れからは他の桜も見逃せません。個
人的に一番のお勧めは「鬱

う

金
こん

」。や
やシャープな八重の花びらに、穏や
かな黄緑色がふわふわっとかかって、
その美しさといったら！ 一本ある
だけで、その場所に、ほのぼのとした
春の陽光の気配を感じさせます。咲
き進むと、花の真ん中から濃いピン
ク色を帯びてきて、ほんのり色っぽ
くもなります。かつてはその桜、そ
の一本に会うために、千葉から調布
市の神代植物公園に、毎年通ってい

ました。昨年、王子の飛鳥山公園に
あるのを見つけました。平日でも人
もお酒で大賑わい、さすが江戸時代
からの花見の名所ですが、「黄色い
桜だ！」と驚かれると、自分のこと
のように嬉しくなります。同じ時期
には「普

ふ

賢
げん

象
ぞう

」「関
かん

山
ざん

」など、古く
から伝わる八重桜の名品も次々と花
開きます。柔らかく美味しそうに芽
吹く新葉と、幾重もの優しいピンク
色、感触の花びらと…いよいよ原稿
どころではない、ココロ落ち着かな
い、年に一度しかない季節です。

「桜召しませ」 事業推進係学芸員　　田中　実穂（たなか　みほ）
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　今回は大森から羽田のエリアを歩
きます。旧東海道の幅員を今も残し
ている美原通りを歩いてみたくな
り、出発点は京急平和島駅としまし
た。美原通りから内川橋を渡り、産
業道路に出て最初の信号を左折しま
す。厳生寺の大屋根が見えたら最初
の目的地、貴舩神社はもうすぐです。

貴舩明神社から蒲田梅林
　貴舩神社は「大森村海道
より右にあり。此地の産土
神にして別當は真言宗大森
寺と号す。来由詳ならず」と
しか書かれていません。境
内にある末社の熊野神社が
文永３年（1266）に創建さ
れたといわれ、貴舩神社は
それ以前からあったと推測
されています。全体の雰囲
気は古社の趣があり、拝殿
前には小さな石の神橋、左
側には神楽殿、その奥に末社の稲荷
神社と熊野神社があります。参道脇
には、大森地区の海苔養殖の終焉を
記念した「漁業納畢之碑」がありま
した。
　貴舩神社を出て京急梅屋敷駅方面
に向かいます。駅東側の第一京浜の
あたりは旧東海道の間の宿、大森宿
のあったところで、蒲田梅屋敷の梅
園、道中常備薬で有名な和中散、麦
藁細工の郷土玩具を売る店や海苔茶
漬けの茶店などがあり広く知れ渡っ
ていました。今その面影はありませ
んが、梅屋敷駅へ向かう東商店街を
歩くとさすがに海苔のお店が目につ
きました。商店街を抜け、第一京浜
に沿って少し南下すると梅屋敷公園
があります。文政のはじめ頃（1820
頃）、和中散を商う山本久三郎が近在
から梅の木を集めて庭園を造り、街

道の休み茶屋も設けて酒肴を出すよ
うになったため、大いに賑わったと
いいます。街道の両側にまたがった
3000坪にも及ぶ見事な庭園で、将
軍のお成りや明治になると明治天皇
の行幸もあったほどでしたが、今は
そのごく一部が残されて聖跡蒲田梅
屋敷公園となっています。訪れた時
はちょうど梅がほぼ満開になってい
ました。

性光山圓頓寺から行方山妙安寺
　梅屋敷公園を出て、京急の高架下
を抜け、圓頓寺に向かいます。池上
本門寺の旧末寺であるこのお寺は
「当寺は小田原北条家の臣、六郷の
領主行方弾正忠直清の宅地の旧跡に
して当寺開創の檀那なり」とありま
す。中興開山の日芸上人は直清の弟
で、小田原落城の際に池上本門寺に
逃れて出家し、行方一族を弔うため

に旧館跡にお寺を建てたといわれま
す。行方家の墓域には直清の供養塔
と、日芸の宝篋印塔がありました。
　圓頓寺を右に出るとすぐに石の
鳥居を構えた大きな神社が見えま
す。薭田神社とあり、歴史のある神
社のようで、なぜ図会にないのか不
思議な感じがしました。寛政12年
（1800）寄進の石鳥居は大田区の文
化財とあり、４年前の震災でもびく
ともしなかったようです。さらに南
下し、多摩堤通りを横断して少しす
ると蒲田八幡宮です。旧蒲田新宿村
の村社で、開創年代は不明ですが、
社伝によると宇佐八幡宮を勧請した
古社ということです。境内には小円
墳があったようですが、今は消滅し
てしまいました。
　ここに隣接しているのが旧別当の
妙安寺です。山号の行方山が示すよ

名
所
図
会
を
歩
く
…
⑲

［貴舩明神社から要島辨財天社］
うに、行方氏ゆかりのお寺です。「行
方氏室圓光院妙案日行大姉の菩提所
と云」とある、その墓所は本堂の手
前左側にようやく見つけました。

朗羽山長照寺から要島辨財天社
　妙安寺の次は京急蒲田駅に出て、
電車で２駅の大鳥居駅で下車、朗羽
山長照寺です。図会では「朗羽山」
とありますが、今の山号は「羽田山」
です。「猟師町にあり。日蓮宗なり。
当寺に豊太閤秀吉公の守仏なりと称
して北辰明見大菩薩を安ず」という
記述しかないので、その妙見様は本
堂右手のお堂に祀られているのかと、
お寺の人に尋ねてみました。洪水な
どにあっているので、言い伝えのも
のとは違うが、妙見大菩薩と鬼子母
神、八大龍王神を祀っているという
ことでした。
　長照寺を出て川沿いの道を東に行

き、産業道路を横断すると
左側に龍王院があります。
龍王院は要島辨財天社の別
当で、ここには上宮、羽田の
要島に下宮があり、特に下
宮は風光明媚な海浜にあっ
て江戸近郊の名所になって
いました。図会には「羽田
村の南の洲崎にあり。故に
羽田辨財天とも称せり……
本尊辨財天の像は相州江島
本宮巌窟辨財天と同躰にし
て弘法大師の作なりといへ
り」とあります。要島は終

戦時に米軍に接収されたため、下宮
は龍王院から10分ほどの水神社の
敷地内に移転し、今は玉川辨財天と
呼ばれています。お堂の中をのぞき
込むと、美しいお顔の辨財天像が拝
めるようになっていました。羽田空
港はここから目と鼻の先です。
【取材】歩いた人（文・写真とも）：

　広報部会・中村貞子
（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸

玉川辨財天

▲長谷川雪旦　　　浅草海苔

　『江戸名所図会』巻之二、天璇之部
はこのあと多摩川を越えて川崎に入
るのですが、このシリーズでは川を
越えずに羽田で終わります。次回か
らは巻之三、天璣之部の部に入って
都心に戻り、歩く人も広報部会の菊
池真一さんに代わります。新たな視
点からの名所図会散歩をお楽しみ頂
けることと思います。ご期待下さい。
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第 152 回「役者絵の成立と発展」
講師　小林　優さん（足立区立郷土博物館専門員）
◆�菱川師宣によって確立されたという浮世絵が鈴木春信に
よって多色摺りの版画に発展し、錦絵と呼ばれるように
なりました。特に歌舞伎役者の似顔絵は現代のブロマイ
ドのようなもので老若男女に人気を博しました。役者絵
の流れは鳥居派から勝川派へ、そして歌川派へと一大発

５月から第１期を開講
　新年度第１期は５月から開講します。申込の受付は終了
していますが、以下日程をお知らせします。
◆入門編
•講師：田中潤さん（学習院大学非常勤講師）
•開催日：5／13（水）、6／10（水）、7／１（水）
◆初級編
•講師：安藤奈々さん（学習院大学大学院史学専攻）
•開催日：5／20（水）、6／17（水）、7／15（水）
◆中級編
•講師：吉成香澄さん（豊島区教育委員会非常勤職員）
•開催日：5／16（土）、6／13（土）、7／18（土）

•時間：各講座とも
　　　　午前の講座は10時30分～12時30分
　　　　午後の講座は14時～16時
•会場：各講座とも江戸博１階会議室　
•参加費：各講座とも全３回1,500円（初回一括払い）

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

● 2015 年ＮＨＫ大河ドラマ特別展 
　「花燃ゆ」
◆�本年正月から始まった、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」と
連動した特別展です。ドラマは吉田松陰の妹・文の生涯
を描くものですが、松陰や文ゆかりの資料や、同時代の
歴史資料が展示され、彼らが生きた幕末から明治維新期
までの激動の時代が紹介されます。担当の田原昇学芸員
に「見どころ解説」をお願いしていますのでご期待くだ
さい。
•開催日：6月5日（金）
　　　　　　　17時～17時30分：見どころ解説
　　　　　　　17時30分～19時：展覧会場自由観覧
•申込締切：5月18日（月）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール／１階展示室
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

　�展を遂げます。本年２月から４月にかけて足立区立郷土
博物館で役者絵に焦点を当てた浮世絵展が開催されまし
た。それを担当された小林専門員に、浮世絵における役
者絵発展の歴史を足立区立郷土博物館所蔵の浮世絵の特
徴などを踏まえてお話ししていただきます。

◆講師略歴：こばやし・ゆう
　��昭和60年（1985）茨城県日立市生まれ。帝京大学大学院
文学研究科博士課程単位取得退学。幕末明治以後の日本
美術史が専門。現在、足立区立郷土博物館専門員として
当館収蔵の浮世絵研究の他、足立区内における美術史的
展開の調査に取り組んでいます。拓殖大学非常勤講師。

•開催日時：5月23日（土）　14時～15時30分
•申込締切：5月11日（月）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】清水昌紘（事業部会）

第 153 回「太田道灌―江戸を切り開いた 
悲劇の名将―」
講師　黒田　基樹さん（駿河台大学教授） 
◆�太田道灌（1432－1486）は、江戸城を築き、兵法にも長
じ、また「山吹の里」伝説にみられるように、文芸にも
造詣が深い、関東戦国時代初期の文武兼備の武将として
知られています。さらに最期は主君の扇谷上杉定正に謀
殺されてしまう、悲劇の人物でもあります。太田道灌を
生み出した時代の状況、関東初期の戦乱のなかでの道灌
の動向、ライバル長尾景春との戦い、そして主君から謀
殺される理由など、戦国時代の幕開けを担った太田道灌
について、お話ししていただきたいと思います。

◆講師略歴：くろだ・もとき
　�昭和40年（1965）生まれ。早稲田大学教育学部卒。平成
11年博士（日本史学・駒沢大学）。駒沢大・立教大非常
勤講師を経て、現在、駿河台大学法学部教授。専門：戦
国時代、織田豊臣時代史、後北条氏、甲斐武田氏。著書：
『扇谷上杉氏と太田道灌』『図説太田道灌』『百姓から見
た戦国大名』『戦国大名　政策・統治・戦争』等。

•開催日時：6月27日（土）　14時～15時30分
•申込締切：6月18日（木）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】国定美津子（事業部会）

第 154 回「地名からひもとく、江戸東京の
街の変遷」
講師　岩垣　顕さん（江戸東京文化研究家）
◆�東京の地名・町名に潜む意外な歴史。例えば、「両国」。
これが、武蔵・下総の両国を結んだ両国橋に因むことは、
皆さんもご存知でしょう。しかし、正式な町名として両
国の名が採用されたのは、昭和に入ってから。そして橋
の東西に両国の町名が共存したのは僅か数年……。と、
こんなエピソードを交えながら「地名から歴史を探ると、
街歩きがもっと楽しくなる」をコンセプトに、多様な江
戸東京の地名・町名を次々とご紹介します。
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会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

●徳川家康没後400年記念　特別展
　「大 関ヶ原展」
会　期：3月28日（土）～5月17日（日）
会　員：一般670円、65歳以上340円、大・専門生540円
同伴者：一般1,080円、65歳以上540円、大・専門生860円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。
●（注）割引を受けられる同伴者は1人だけです。

次回予告

●2015年NHK大河ドラマ特別展
　「花燃ゆ」
会　期：6月4日（木）～7月20日（月・祝）
休館日：毎週月曜日（ただし7月20日は開館）
会　員：一般670円、65歳以上340円、大・専門生540円
同伴者：一般1,080円、65歳以上540円、大・専門生860円
　　　　＊高校生は65歳以上と同じ。中学生以下は無料。
●（注）割引を受けられる同伴者は1人だけです。

企画展のご案内

●リニューアル記念企画展
　特別公開 広重「名所江戸百景」展
会　期：3月28日（土）～5月10日（日）
会　場：常設展示室　5F企画展示室

次回予告

●発掘された日本列島2015
会　期：5月30日（土）～7月20日（月・祝）
休館日：毎週月曜日（ただし7月20日は開館）
会　場：常設展示室　5F企画展示室

会期残り僅か
お見逃しなく！

会期残り僅か
お見逃しなく！

『江戸名所図会』の挿絵で歩く江戸の町（２） 
　　　 九段下〜御茶ノ水〜岩本町
◆�天保年間に出版された『江戸名所図会』は、江戸の風景を
画家の長谷川雪旦が精密に描写した挿絵を満載したガイ
ドブックです。挿絵に描かれた場所は、今では名残・痕跡
などあまり残ってはいませんが、現代の風景と重ね合わ
せながら江戸の町を歩きましょう。今回は、九段坂から水
道橋に出て神田川沿いに和泉橋まで、5枚ほどの挿絵の
場所をめぐります。歩行距離は約4km、所要時間は約2時
間半を予定しています。解散は東京メトロ日比谷線「秋
葉原」駅近くとなります。
•5月31日（日）　小雨決行
•集合時間：13時15分（時間厳守）
　  受付は12時45分より開始、集まり次第出発
•集合場所：�東京メトロ東西線・半蔵門線、都営地下鉄

新宿線「九段下」駅
　　　　　　 �出口Ａ3地上出口より左5ｍの「北の丸スク

エアビル入口」前
•申込締切：5月21日（木）必着
•定員：�150人　同伴者可（保険申込の都合上、はがきに氏名、

住所、電話番号を連記）
•参加費：会員、同伴者とも500円（当日払い）

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

◆講師略歴：いわがき・あきら
　�日本大学芸術学部卒業　富山県出身。『東京35区地名事
典』『歩いて楽しむ江戸東京旧街道めぐり』『神田川遡上』
『荷風日和下駄読みあるき』その他著書多数、荷風・都
電関係の講演、NHK TV「美の壺」出演。
•開催日時：7月11日（土）　14時～15時30分
•申込締切：6月25日（木）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】小林弘明・林　正信（事業部会）

「江戸名所図会を歩く」　訂正とお詫び
　82号の長栄山本門寺の項で入力ミスがありました。「池
上衛門大夫宗仲」は、「池上右衛門大夫宗仲」、その５行下
の「宋仲」は「宗仲」が正しい表記です。同じく83号でも
洗足池の項で「宗仲」を「宋仲」としていました。確認も
不十分でした。訂正してお詫び致します。
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催事のお申込方法
◆�普通はがきに、�
①催事名（略名可）・開催日�
②会員番号（必須）�
③氏名（同伴者連記）�
を明記して下記の「友の会事務局」へ。
◆申込は、催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があれば記入して下さい。
◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込とは違います。

＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持
参のうえ、受付で登録して下さい。

　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後
一斉にお送りしますので、それまでお待ち下さい。

＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などはなるべ
く事務局員出勤の火曜日か金曜日（10 時～12 時、13 時～17
時）にお願いします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加下さい。


